
 

 

 

 

 

 

 

 

     

   <講師> 清水芸妓置屋共同組合  芸妓さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
<お問い合わせ>（公社）藤枝法人会事務局  ℡.054-643-8410 

 
                   キリトリ不要                    
 
藤枝法人会行き            Fax  645-1310          〆切 1/18 

 

1/22(月)講演会申込書 

 

出席者名           ・            ・           

ＴＥＬ                ＦＡＸ                  

<主な内容> 
●芸妓さんの歴史● 

芸妓の仕事に通じる「芸」をもって座を取り持つという仕事は、古くは平安時代の「白拍子」（源 
義経が愛した静御前が有名ですね）が元祖だといわれており、時代を経るに従い、遊女の中から歌
舞管弦をもってお客の相手をする踊子が生まれました。 
 江戸時代の中期 寛永年間（1760年）頃、吉原に「扇屋歌扇」という踊子が出たという記録があり、
酒席にはべって遊芸をし、話術巧みに酔客を快適な気分にさせ、三味線にも秀でていたとされてい
ます。 
 この「扇屋歌扇」に触発され、吉原に限らずさまざまな花町で「歌舞音曲」で座を取り持つ女性た
ちが現れ、それが現在の「芸妓」に変化し発展してきました。 
 文明開化以降、「花柳界」はますます盛大になり、また、政財界ともつながりを持つようになりまし
た。伊藤博文の愛人で有名な「マダム貞奴」、桂太郎の愛人であった「お鯉（新橋）」など、有名な芸
妓さんも輩出し、この時代、芸妓は世の女の子に人気の職業でした。 
 大正・昭和にわたり、花柳界は隆盛を極めてきましたが、残念なことに、現在では、遊びの変化や
職業意識の変化に伴い、花柳界は少々衰退気味となっている状況は否めません。 
●しみず芸妓の歴史● 
●しずおか芸妓の歴史● 

◆◇◆新春講演会のご案内◆◇◆ 

 主催：（公社）藤枝法人会女性部会 

日 時 平成３０年１月２２日（月） １５：３０～１７：００ 

会 場 ホテルアンビア 松 風 閣 

～「芸」の魅力について、踊りの実演を交えお話し頂きます。～ 


